
JA 筑前あさくら農との共生を育み地域と共に
JAや地域の情報を発信中！
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今年も「博多万能ねぎ」をよろしくお願い致します



博
多
万
能
ね
ぎ
部
会

朝
倉
市
入
地

生産者訪問　博多万能ねぎ部会　丸林 新二 部会長

新年のあいさつ

女性部長　年頭のごあいさつ　

JA女性部の活動に参加しませんか

トピックス

冬季農家応援セールのご案内

営農センターだより・普及指導センターからのお知らせ

みんなのひろば

Quiz頭の体操・ＪＡ野菜ソムリエ通信

事業紹介：博多万能ねぎ部会
本当にいいものを、本当においしいものを、
　いち早くお届けしたい！

インフォメーション

高校生写真館・理事会だより・概況
令和６年度 中途職員採用募集について
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今月の表紙の“ひと”

博多万能ねぎ部会役員とＪＡ職員
 

　今月の表紙は、博多万能ねぎ部会を代表して丸林新二部会
長をはじめ副部会長、役員、各支部長、青年部長に集まって
いただき、東部選果場に掲げてある「博多万能ねぎ」の看板
前で撮影しました。
　同部会は毎年、生産販売拡大推進大会を開催し、生産者、
市場や行政などの関係者、JA役職員がさらなる販売拡大へ
向けて情報共有を行っています。同部会では今年度、年間を
通じた安定出荷、販促活動実施による販売強化、輸出量拡大

へ向けた海外での試食
宣伝の開催などを通じ、
販売高26億円を目指
します。

★今月号では生産者訪問、トピックス、事業紹介で
「博多万能ねぎ」を紹介しています。

丸
林 

新
二 

部
会
長 

56　

ま
る

し
ん

じ

ば
や
し

日
本
一
を
守
り
続
け
る

﹁
博
多
万
能
ね
ぎ
﹂へ
の
誇
り
と
プ
ラ
イ
ド

◀同大会で抱負を語る
　丸林部会長（左端）
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■
栽
培
の
き
っ
か
け
は

　
「
博
多
万
能
ね
ぎ
」を
栽
培
す
る
父
を
支

え
た
い
と
、
玩
具
の
ル
ー
ト
販
売
の
仕
事

を
経
て
23
歳
の
時
に
就
農
し
ま
し
た
。
会

社
勤
務
と
は
違
っ
た
大
変
さ
も
あ
り
ま
す

が
、
頑
張
っ
た
成
果
が
そ
の
ま
ま
自
分
に

返
っ
て
く
る
農
業
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま

す
。
長
男
も
東
京
か
ら
帰
郷
し
、
2
年
前

に
就
農
、
今
は
親
子
3
代
、
ハ
ウ
ス
35
棟

（
合
計
1.6
ヘ
ク
タ
ー
ル
）で
栽
培
し
て
い
ま

す
。

■
栽
培
の
こ
だ
わ
り
は

　

近
年
は「
水
害
に
強
い
栽
培
」で
す
。
異

常
気
象
に
よ
る
豪
雨
で
、
毎
年
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
度
に
多
く

の
方
々
の
支
え
で
、
私
た
ち
生
産
者
は
何

度
も
再
起
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
一
度

浸
水
す
る
と
収
量
減
を
は
じ
め
消
毒
や
土

づ
く
り
な
ど
経
営
上
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き

い
。
だ
か
ら
自
分
な
り
に
考
え
、
畝
を
70

セ
ン
チ
か
ら
１
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
高
く
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
の

豪
雨
の
時
も
畝
を
高
く
し
た
ハ
ウ
ス
は
浸

水
せ
ず
、
通
常
通
り
出
荷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
、
部
会
に
も
呼
び
か
け

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
栽
培
の
喜
び
は

　

ど
の
産
地
よ
り
も
厳
し
い
栽
培
管
理
、

チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
、「
私
た
ち
は
日
本
一
」

と
い
う
誇
り
と
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
販
売

し
て
い
ま
す
。
青
ネ
ギ
の
全
国
シ
ェ
ア
の

競
争
は
激
化
し
て
い
ま
す
。
で
も
味
、
色
、

香
り
、
風
味
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
日
本
一

な
の
は「
博
多
万
能
ね
ぎ
」と
自
負
し
て
い

ま
す
。
以
前
、
長
男
が
東
京
の
喫
茶
店
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
時
、「
博
多
万
能

ね
ぎ
」を
偶
然
、
料
理
に
使
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
い
つ
も
使
っ
て
い
た

青
ネ
ギ
と
色
つ
や
、
香
り
、
風
味
が
全
然

違
う
と
感
じ
、「
生
産
者
番
号
を
見
た
ら
親

父
の
博
多
万
能
ね
ぎ
だ
っ
た
。
と
て
も
誇

ら
し
か
っ
た
」と
L
I
N
E
で
写
真
を

送
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。
父
親
と

し
て
生
産
者
と
し
て
最
高
に
う
れ
し
く
、

長
年
栽
培
し
て
き
て
良
か
っ
た
と
思
え
た

瞬
間
で
し
た
。
被
災
し
た
時
も
市
場
や
消

費
者
の
方
々
か
ら「
他
産
地
の
青
ネ
ギ
で

は
な
く
博
多
万
能
ね
ぎ
が
必
要
」「
復
興
を

心
待
ち
に
し
て
い
る
」と
言
っ
て
も
ら
え

た
の
は
本
当
に
う
れ
し
い
こ
と
。
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た「
偉
大

な
農
産
物
」を
栽
培
で
き
る
喜
び
を
か
み
し

め
な
が
ら
、
日
々
栽
培
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

■
部
会
へ
の
思
い
は

　

輸
出
拡
大
な
ど
、
部
会
は
新
し
い
時
代

を
迎
え
て
い
ま
す
。
国
内
初
の「
フ
ラ
イ

ト
野
菜
」と
し
て
関
東
圏
へ
進
出
し
た
先

人
の
背
中
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
私
た

ち
も
ま
た「
博
多
万
能
ね
ぎ
」を
世
界
へ
広

め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
今
大
切
に
し
た
い
の
は
、
先
人
の
思
い

や「
博
多
万
能
ね
ぎ
」の
歴
史
を
あ
ら
た
め

て
全
員
で
共
有
し
後
世
に
つ
な
い
で
い
く

こ
と
で
す
。
日
本
一
に
な
る
の
は
難
し
い
。

で
も
そ
れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た

難
し
い
こ
と
で
す
。
未
来
の
部
会
員
に
も

「
先
人
が
い
た
か
ら
今
が
あ
る
」と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
部
会
を
し
っ
か
り
盛
り

上
げ
て
き
た
い
で
す
。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
Ｊ
Ａ
事
業
の
利
用
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
5
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
農
業
振
興
に
関
し
て
は
、
4
月
に
ス
モ
モ
の
フ
ル
ー
ツ

フ
ァ
ー
ム
第
一
期
の
施
設
工
事
が
完
成
、
フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
栽
培
管
理
も
始
ま
り
、

九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
営
農
復
興
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

6
月
に
は
、
新
規
就
農
セ
ン
タ
ー
で
の
約
一
年
間
の
研
修
を
終
え
ら
れ
た
6
人
の
方
が
イ
チ

ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
博
多
万
能
ね
ぎ
に
て
就
農
さ
れ
、
現
在
は
新
た
に
2
人
の
方
が
研
修
を

受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
地
域
の
農
業
振
興
と
新
た
な
担
い
手
育
成
の
た
め
、
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

7
月
、
再
び
朝
倉
の
地
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
組
合
員
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
災
害
で
は
平
成
29
年

の
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
の
営
農
復
興
が
水
泡
に
帰
す
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、Ｊ
Ａ
の

支
店
・
事
業
所
の
一
部
に
お
い
て
も
臨
時
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
で
は
す
ぐ
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
。
前
回
の
災
害
復
旧
対
策
の
経
験
を
生
か
し
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
や

復
旧
作
業
な
ど
を
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
う
と
と
も
に
、
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
と
も
連
携

し
て
国
や
県
に
対
し
て
早
期
に
農
業
経
営
を
再
開
で
き
る
よ
う
強
く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
復
旧
作
業
に
お
い
て
は
部
会
内
の
協
力
も
い
た
だ
き
つ
つ
、Ｊ
Ａ
役
職
員
や
関
係
団
体
に
よ

る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
営
農
再
開
に
取
り
組
む
皆
さ
ま

の
姿
に
協
同
組
合
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

今
年
も
よ
ろ
し
く

　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　

Ｊ
Ａ
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
5
年
度
を「
経
済
事
業
改
革
の
元
年
」と
位
置
付
け
、

Ｊ
Ａ
全
体
で
業
務
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
特
に
販
売
事
業
と
購
買
事
業
を
活
性
化
す
る
た

め
、
8
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
項
目
や
長
期
的
な
検
討
が
必
要
な
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
検
討
の
成
果
は
令
和
6
年
度
の

事
業
計
画
に
組
み
込
ん
で
、
収
支
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
同
組
合
の
理
念
共
有
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
5
月
に
は
女
性
総
代
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
協
同
組
合
の
成
り
立
ち
や
総
代
の
役
割
、
決
算
書
の
見
方
な
ど
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
と
併
せ
て
、
総
代
会
に
お
い
て
過
去
に
女
性
総
代
が
発

言
し
づ
ら
い
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
か
ら
総
代
会
の
会
場
の
中
心
に
女

性
総
代
専
用
席
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
女
性
総
代
の
実
出
席
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
要
望
や
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
合
併
30
周
年
と
な
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

支
店
運
営
委
員
会
や
支
店
別
代
表
者
会
、
各
組
織
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
、
組
合
の
運
営
に
反
映
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
か

ら
愛
さ
れ
、
組
合
員
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ

づ
く
り
、
そ
し
て
地
域
農
業
の
か
か
え
る
課
題
の
解
決
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
役
職
員
一
同
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。令

和
六
年
元
旦 　
　

役
員
一
同　
　

理
事
（
甘
木
地
区
） 

井
上　

常
人

理
事
（
甘
木
地
区
） 

森
山　

勝
馬

理
事
（
甘
木
地
区
） 

今
福　

英
治

理
事
（
甘
木
地
区
） 
田
中　

秀
樹

理
事
（
甘
木
地
区
） 
原
田　

常
孝

理
事
（
三
輪
地
区
） 

品
川　

將
敏

理
事
（
三
輪
地
区
） 

平
田　

英
司

理
事
（
夜
須
地
区
） 

佐
藤　

繁
人

理
事
（
夜
須
地
区
） 

井
上　

信
光

理
事
（
全
地
区
） 

梶
原　

京
子

理
事
（
全
地
区
） 

三
笠
知
栄
子

理
事
（
全
地
区
） 

内
堀　

靖
子

代
表
監
事

　
（
小
石
原
・
宝
珠
山
・
杷
木
・
朝
倉
地
区
） 

 

井
上
三
四
喜

常
勤
監
事 

脇
山　
　

健

監
事
（
甘
木
地
区
） 

坂
田　

直
隆

監
事
（
三
輪
・
夜
須
地
区
） 

野
口　

信
明

監
事
（
員
外
） 

木
村　
　

茂

―
―

ほ
か
職
員
一
同

代
表
理
事
組
合
長 

窪
山　

金
吾

代
表
理
事
専
務 

庄
島　

美
幸

営
農
経
済
担
当
常
務
理
事 

林　
　

俊
幸

金
融
共
済
担
当
常
務
理
事 

酒
井　

孝
義

理
事
（
小
石
原
・
宝
珠
山
地
区
）

 

伊
藤　

隆
久

理
事
（
杷
木
地
区
） 

鬼
塚　
　

孝

理
事
（
杷
木
地
区
） 

田
中　

信
彦

理
事
（
朝
倉
地
区
） 

関
屋　

純
男

理
事
（
朝
倉
地
区
） 

上
野　

智
実

理
事
（
朝
倉
地
区
） 

森
部　

清
徳

理
事
（
朝
倉
地
区
） 

柳
原　
　

保

理
事
（
甘
木
地
区
） 

熊
本　

廣
文

理
事
（
甘
木
地
区
） 

原
田　

明
慶
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
Ｊ
Ａ
事
業
の
利
用
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
5
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
農
業
振
興
に
関
し
て
は
、
4
月
に
ス
モ
モ
の
フ
ル
ー
ツ

フ
ァ
ー
ム
第
一
期
の
施
設
工
事
が
完
成
、
フ
ァ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
よ
る
栽
培
管
理
も
始
ま
り
、

九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
営
農
復
興
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

6
月
に
は
、
新
規
就
農
セ
ン
タ
ー
で
の
約
一
年
間
の
研
修
を
終
え
ら
れ
た
6
人
の
方
が
イ
チ

ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
博
多
万
能
ね
ぎ
に
て
就
農
さ
れ
、
現
在
は
新
た
に
2
人
の
方
が
研
修
を

受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
地
域
の
農
業
振
興
と
新
た
な
担
い
手
育
成
の
た
め
、
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

7
月
、
再
び
朝
倉
の
地
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
組
合
員
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
災
害
で
は
平
成
29
年

の
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
の
営
農
復
興
が
水
泡
に
帰
す
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、Ｊ
Ａ
の

支
店
・
事
業
所
の
一
部
に
お
い
て
も
臨
時
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
で
は
す
ぐ
に
災

害
対
策
本
部
を
設
置
。
前
回
の
災
害
復
旧
対
策
の
経
験
を
生
か
し
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
や

復
旧
作
業
な
ど
を
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
う
と
と
も
に
、
筑
前
あ
さ
く
ら
農
政
連
と
も
連
携

し
て
国
や
県
に
対
し
て
早
期
に
農
業
経
営
を
再
開
で
き
る
よ
う
強
く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
復
旧
作
業
に
お
い
て
は
部
会
内
の
協
力
も
い
た
だ
き
つ
つ
、Ｊ
Ａ
役
職
員
や
関
係
団
体
に
よ

る
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
営
農
再
開
に
取
り
組
む
皆
さ
ま

の
姿
に
協
同
組
合
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
5
年
度
を「
経
済
事
業
改
革
の
元
年
」と
位
置
付
け
、

Ｊ
Ａ
全
体
で
業
務
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
特
に
販
売
事
業
と
購
買
事
業
を
活
性
化
す
る
た

め
、
8
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
項
目
や
長
期
的
な
検
討
が
必
要
な
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
検
討
の
成
果
は
令
和
6
年
度
の

事
業
計
画
に
組
み
込
ん
で
、
収
支
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
同
組
合
の
理
念
共
有
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
5
月
に
は
女
性
総
代
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
協
同
組
合
の
成
り
立
ち
や
総
代
の
役
割
、
決
算
書
の
見
方
な
ど
を

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
と
併
せ
て
、
総
代
会
に
お
い
て
過
去
に
女
性
総
代
が
発

言
し
づ
ら
い
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
か
ら
総
代
会
の
会
場
の
中
心
に
女

性
総
代
専
用
席
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
女
性
総
代
の
実
出
席
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
要
望
や
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
合
併
30
周
年
と
な
る
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

支
店
運
営
委
員
会
や
支
店
別
代
表
者
会
、
各
組
織
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
、
組
合
の
運
営
に
反
映
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
か

ら
愛
さ
れ
、
組
合
員
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
Ｊ
Ａ

づ
く
り
、
そ
し
て
地
域
農
業
の
か
か
え
る
課
題
の
解
決
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
役
職
員
一
同
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。令

和
六
年
元
旦 　
　

役
員
一
同　
　

理
事
（
甘
木
地
区
） 

井
上　

常
人

理
事
（
甘
木
地
区
） 

森
山　

勝
馬

理
事
（
甘
木
地
区
） 

今
福　

英
治

理
事
（
甘
木
地
区
） 

田
中　

秀
樹

理
事
（
甘
木
地
区
） 

原
田　

常
孝

理
事
（
三
輪
地
区
） 

品
川　

將
敏

理
事
（
三
輪
地
区
） 

平
田　

英
司

理
事
（
夜
須
地
区
） 

佐
藤　

繁
人

理
事
（
夜
須
地
区
） 

井
上　

信
光

理
事
（
全
地
区
） 

梶
原　

京
子

理
事
（
全
地
区
） 

三
笠
知
栄
子

理
事
（
全
地
区
） 

内
堀　

靖
子

代
表
監
事

　
（
小
石
原
・
宝
珠
山
・
杷
木
・
朝
倉
地
区
） 

 

井
上
三
四
喜

常
勤
監
事 

脇
山　
　

健

監
事
（
甘
木
地
区
） 

坂
田　

直
隆

監
事
（
三
輪
・
夜
須
地
区
） 

野
口　

信
明

監
事
（
員
外
） 

木
村　
　

茂

―
―

ほ
か
職
員
一
同

代
表
理
事
組
合
長 

窪
山　

金
吾

代
表
理
事
専
務 

庄
島　

美
幸

営
農
経
済
担
当
常
務
理
事 

林　
　

俊
幸

金
融
共
済
担
当
常
務
理
事 

酒
井　

孝
義

理
事
（
小
石
原
・
宝
珠
山
地
区
）

 

伊
藤　

隆
久

理
事
（
杷
木
地
区
） 

鬼
塚　
　

孝

理
事
（
杷
木
地
区
） 

田
中　

信
彦

理
事
（
朝
倉
地
区
） 

関
屋　

純
男

理
事
（
朝
倉
地
区
） 

上
野　

智
実

理
事
（
朝
倉
地
区
） 

森
部　

清
徳

理
事
（
朝
倉
地
区
） 

柳
原　
　

保

理
事
（
甘
木
地
区
） 

熊
本　

廣
文

理
事
（
甘
木
地
区
） 

原
田　

明
慶
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新
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
女
性
部
の
皆
さ
ま
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
落
ち
着
き
、
徐
々
に
女
性
部
活
動
が
再
開
さ
れ
た
年

で
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
４
月
に
女
性
部
総
代
会
を
開
催
し
、
新
役
員
体
制
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。「
女
性
部

未
来
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
初
年
度
と
し
て
、
女
性
部
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
的
に
、
部
員
一
人
ひ

と
り
が
声
か
け
を
行
い
、
女
性
部
の
魅
力
を
伝
え
、
仲
間
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
部
員
数

は
前
年
よ
り
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
に
は
、
多
く
の
女
性
部
員
が
務
め
る
Ｊ
Ａ
総
代
の
役
割
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
た
め
、Ｊ
Ａ
主
催
の

「
女
性
総
代
研
修
会
」へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
、
６
月
の
Ｊ
Ａ
総
代
会
で
は
、
総
代
を
務
め
る
女
性
部

員
が
、
意
見
や
要
望
を
発
言
し
ま
し
た
。
８
月
の
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
要
望

や
提
案
な
ど
多
く
の
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

９
月
の「
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
つ
ど
い
」で
は
、
各
地
区
か
ら
の
作
品
展
示
や
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
発
表
な
ど
、
日
頃

の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
、
会
場
は
集
ま
っ
た
女
性
部
員
約
２
５
０
名
の
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各

地
区
で「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」が
再
開
し
、
人
と
人
と
が
ふ
れ
あ
い
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
す
る
中
で
、
希
薄
に
な
っ

て
い
た
部
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
合
併
30
周
年
の
区
切
り
の
年
で
す
。
こ
の
記
念
の
年
に
、Ｊ
Ａ
女
性
部
全
体
の

「
ふ
れ
あ
い
の
旅
」を
企
画
し
、
皆
さ
ま
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、「
食
」と「
農
」を
基
軸
と
し
た
活
動
や
次
世
代
の
育
成
に

力
を
入
れ
、
皆
さ
ん
と
共
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

女
性
部
長　

朝
倉
地
区
部
長　

久
保
山 

と
よ
子

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

今
年
も
よ
ろ
し
く

　

  

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

後列左から　三笠部長、熊谷部長、梶原部長
前列左から　印丸部長、久保山部長、平嶋部長

副
部
長　

三
輪
地
区
部
長

東
峰
地
区
部
長

杷
木
地
区
部
長

甘
木
地
区
部
長

夜
須
地
区
部
長

印 

丸 

美 

和

梶 

原 

晴 

子

熊 

谷 

明 

美

三 

笠 

三
津
子

平 

嶋 

恭 

子



部費や入会金は？
部費として500円（年間）をいた

だきます。入会金はありません。

※活動内容によって材料費などが
必要となる場合もあります

誰でも参加できるの？
JA筑前あさくら管内（東峰村・

朝倉市・筑前町）にお住まいの

成人女性であれば、どなたで

も参加できます。

参加したいけど、どこに連絡すればいい？
まずは、下記の組織ふれあい課までお電話

ください。くわしい活動内容や、加入の手

続きなどをご説明致します。質問もお気軽

にどうぞ!

1人1人の「やってみたい！」の思いを大切に

JA女性部の活動に
参加しませんか

カローリング大会

「家の光」記事活用 ヨガ教室清掃活動 手芸教室

気軽に参加できる
イベントがいっぱい！

新しい1年が始まりました。皆さんは今、「やってみたいこと」ありますか？

JA女性部は皆さんの「やってみたい！」を形にすることができる場です。

JA女性部の活動に参加し、笑って！動いて！楽しんで！充実した年にしませんか？ 

Vol.3577

ふれあいの旅

しめ縄づくり 朝倉支店感謝祭

防災ブレスレットづくり 梅干しづくり そば打ち

メガネケースづくり

ふれあいの旅 ふれあい講演会Aコープ商品の研修会 ふれあい公演会

デコレーションケーキにチャレンジ

東峰地区

三輪地区

杷木地区

甘木地区

夜須地区

杷木地区

甘木地区

夜須地区三輪地区

東峰地区

朝倉地区

女性部のお問い合わせ先　組織ふれあい課　☎0946-22-1917

令和5年も各地区で楽しく活動しました！
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農産物

気
持
ち
新
た
に
各
生
産
部
会
が
初
出
荷
式

　

品
質
向
上
を
目
指
し
一
致
団
結

講師の説明を熱心に聞く参加者

Ｔ
Ａ
Ｃ
が
担
い
手
の
要
望
を
実
現

　

Ｊ
Ａ
が
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
免
許
取
得
講
習
会
を
初
開
催

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
は
訪
問
先
担
い
手
や
生
産
部
会
員
か

ら
の「
小
型
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の
免
許
を
取
得
し
、

果
樹
の
苗
木
の
植
え
替
え
や
災
害
か
ら
の
復
旧

作
業
に
役
立
て
た
い
」と
い
う
要
望
を
受
け
、
昨

年
11
月
1
日
と
2
日
、
小
型
車
両
系
建
設
機
械

の
免
許
取
得
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
38
人
が

参
加
し
、
甘
木
中
央
支
店
で
学
科
、
本
店
で
実

技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
県
や
市
が
土
砂
撤
去
な
ど
に
か
か

る
小
型
車
両
の
リ
ー
ス
料
を
支
援
す
る
補
助
事

業
が
あ
り
ま
す
が
、
免
許
が
な
け
れ
ば
リ
ー
ス

で
き
な
い
こ
と
、
免
許
取
得
に
遠
方
ま
で
出
向

く
に
は
時
間
が
か
か
る
と
の
意
見
も
あ
り
、Ｊ
Ａ

主
催
で
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

自己改革

初出荷の「博多万能ねぎ」を積んだトラックを見送る部会員ら

　

Ｊ
Ａ
の
博
多
万
能
ね
ぎ
、
紅
た
で
、
柿
、
冬

春
と
ま
と
、
冬
春
な
す
、
冬
春
き
ゅ
う
り
、
切

花
な
ど
の
各
生
産
部
会
は
1
月
3
日
と
4
日
、

管
内
の
選
果
場
、
集
出
荷
場
で
令
和
6
年
の
初

出
荷
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

4
日
に
は
博
多
万
能
ね
ぎ
部
会
の
初
出
荷
式

を
東
部
選
果
場
で
行
い
、
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職

員
ら
約
1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
部
会

の
丸
林
新
二
部
会
長
は「
今
年
は
自
然
災
害
に
強

い
産
地
を
目
指
し
た
い
。
そ
し
て
、
ネ
ギ
づ
く

り
を
始
め
た
先
代
に
感
謝
し
、
日
本
一
の
農
産

物
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
誇
り
を
持
ち
、
部
会

一
丸
と
な
っ
て
高
品
質
な
博
多
万
能
ね
ぎ
を
出

荷
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

東
峰
・
杷
木
・
朝
倉
の
3
支
店
が
昨
年
12
月
、
感
謝
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
支
店
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
企
画
、
多
く
の
組
合
員
・
地
域
住
民
ら

が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

イベント

女性部フリーマーケット

抽選会

12月10日 東峰支店

物販コーナー

寄せ植えづくり

12月16日 杷木支店

物販コーナー

餅まき

12月16日 朝倉支店
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国
内
初
の「
フ
ラ
イ
ト
野
菜
」と
し
て
青
ネ

ギ
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
地
位
を
誇
る
J
A

筑
前
あ
さ
く
ら
博
多
万
能
ね
ぎ
部
会
の「
万
能

ね
ぎ
」が
、
栄
え
あ
る「
日
本
ネ
ー
ミ
ン
グ
大

賞
2
0
2
3
」の
地
域
ソ
ウ
ル
ブ
ラ
ン
ド
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　
「
日
本
ネ
ー
ミ
ン
グ
大
賞
」は
、
国
内
の
優

れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
授

与
さ
れ
る
賞
。
日
本
ネ
ー
ミ
ン
グ
協
会
の
発

表
に
よ
る
と
、「
一
般
名
称
と
思
え
る
ぐ
ら
い

浸
透
し
て
い
る
が
、
ち
ゃ
ん
と
商
標
を
と
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
」「
生
活
に
馴

染
ん
で
い
て
素
晴
ら
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
」な
ど
、

好
評
な
コ
メ
ン
ト
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

鳥居部会長のハウスを視察する学生ら

審査委員長を務めた「爆笑問題」の太田光さんから
表彰を受ける林俊幸営農経済担当常務

江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の「
三
奈
木
砂
糖
」

　

今
年
度
産
も
糖
度
が
高
く
5.8
ト
ン
を
販
売
へ

「
万
能
ね
ぎ
」が
日
本
ネ
ー
ミ
ン
グ
大
賞

　

栄
え
あ
る
地
域
ソ
ウ
ル
ブ
ラ
ン
ド
賞
を
受
賞

中
村
学
園
短
大
の
学
生
が
紅
タ
デ
部
会
を
視
察

　

大
学
食
堂
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
洋
風
メ
ニ
ュ
ー
提
供

　

中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部（
福
岡
市
）の
食

物
栄
養
学
科
の
学
生
が
昨
年
12
月
18
日
、Ｊ
Ａ
筑

前
あ
さ
く
ら
特
産
の「
紅
タ
デ
」を
用
い
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
マ
リ
ネ
を
学
生
食
堂
の
ク
リ
ス
マ
ス
特

別
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

刺
身
の
つ
ま
と
し
て
親
し
ま
れ
、
高
級
食
材

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い「
紅
タ
デ
」を
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
や
マ
イ
タ
ケ
と
合
わ
せ
て
マ
リ
ネ
に
し
て

提
供
し
多
様
な
食
べ
方
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
提
供
に
先
立
ち
、
学
校
法
人
中
村
学
園

の
甲
斐
諭
顧
問
や
同
学
科
の
森
脇
千
夏
教
授
、

学
生
ら
が
鳥
居
豊
広
部
会
長
の
ハ
ウ
ス
を
視
察

し
意
見
を
交
換
、
収
穫
も
体
験
。
東
部
選
果
場

で
は
出
荷
作
業
の
様
子
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の「
三
奈
木
砂
糖
」の
製
糖
作
業
が
、
朝
倉
市
三
奈
木
地
区
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
独
特
の
風
味
を
持
つ「
三
奈
木
砂
糖
」は
、
天
然
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に

含
む
の
が
特
徴
。
製
糖
が
盛
ん
だ
っ
た
同
地
区
で
は
以
前
、
農
家
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ト
ウ

キ
ビ
を
栽
培
し
、
自
家
用
に
製
糖
。

白
砂
糖
の
普
及
で
一
時
は
途
絶
え
ま

し
た
が「
三
奈
木
砂
糖
を
復
活
さ
せ

た
い
」と
地
元
有
志
ら
が
復
活
さ
せ

ま
し
た
。
現
在
は
Ｊ
Ａ
三
奈
木
砂
糖

研
究
会
の
3
人
が
約
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
産
は
糖
度
が
高
く
高

品
質
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、
約
5.8
ト

ン
の
販
売
を
見
込
み
ま
す
。

昔懐かしい香りに包まれる製糖工場

イ
チ
ゴ「
博
多
あ
ま
お
う
」高
品
質
で
出
荷
順
調

　

販
売
高
３
億
７
０
０
０
万
円
を
目
指
す

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
イ
チ
ゴ「
博
多
あ
ま
お
う
」の
出
荷
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
令
和
5
年

産
は
9
月
以
降
の
乾
燥
や
着
果
後
に
気
温
高
で
推
移
し
た
こ
と
で
、
や
や
小
玉
傾
向
と
な

り
ま
し
た
が
、
食
味
は
良
く
高
品
質
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
三
輪
い
ち
ご
部
会
、
杷
木

い
ち
ご
部
会
の
両
部
会
全
体
で
販
売
量
約
2
5
0
ト
ン
、
販
売
高
3
億
7
0
0
0
万
円
を

目
指
し
ま
す
。

　

杷
木
い
ち
ご
部
会
の
梅
野
真
司
さ
ん

（
朝
倉
市
）の
ハ
ウ
ス
で
も
昨
年
11
月
中

旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
防
除

な
ど
の
適
期
管
理
を
徹
底
し
、
例
年
以

上
の
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

梅
野
さ
ん
は「
甘
く
て
お
い
し
い
博

多
あ
ま
お
う
を
消
費
者
に
お
届
け
し
た

い
。
ぜ
ひ
、Ｊ
Ａ
筑
前
あ
さ
く
ら
の
博

多
あ
ま
お
う
を
食
べ
て
ほ
し
い
」と
話

し
ま
し
た
。

「博多あまおう」を栽培する梅野さん
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２月17日（土）・18日（日） 8：30～17：00
東部・中部・西部営農センター

事前予約注文と店頭引き取りで、肥料20品目・農薬55品目がお得な価格に!

農家応援セールのご利用方法

ご不明な点は、各地区の営農渉外担当、もしくは各営農センター・支店経済までお気軽にご連絡ください

JAは農家組合員の生産コスト削減への取り組みとして、夏と冬の年2回「農家応援セール」を開催して

います。利用頻度の高い肥料・農薬を厳選し、通常の予約注文よりさらに安い価格で提供しています。

ぜひ、今年度最後のお得なセールをご利用ください!

※セール当日、営農センターではセール価格で対象商品を販売しますが、「引取り50円引」は事前に予約注文書を提出済の場合が対象です

※本セールは特別な価格設定のため「肥料・農薬の予約奨励金措置」の対象外となります

JA筑前あさくらの牛ふん堆肥と福岡市の再生リンを使用したエコ肥料です。各生産部

会員にも積極的に使用いただいている商品です。この機会にぜひお試しください!

幅広い作物に使用できま

す! 高成分で、堆肥・微量要

素を配合し欠乏症を軽減!

▲農家応援セール予約注文書

ご自宅などへ配送

を希望される方は、

無料で配送いたし

ます

通常価格

2,450円（税込）

※肥料1袋あたり50円引
   農薬1個あたり50円引

注文書は

正組合員に向けて

今月号「ふぁーむ」と

一緒にお届け

します

注文書を提出した店舗で、

「予約注文済」であることを

お伝えください

例えば　　　　　　　　　　　　　　　　を
100袋購入した場合

e・greenシリーズ

イーグリーン

２月17（土）・18（日）セール開催 ※支店経済は引き取り対応のみ

e・green 12-14-10

注文書提出＋店頭引取り

注文書提出＋店頭引取り

東部営農センター ☎0946-52-2115
中部営農センター ☎0946-21-0800
西部営農センター ☎0946-42-4841

18（日）のみ 東峰支店経済 ☎0946-72-2223
17（土）のみ 杷木支店経済 ☎0946-62-1795
17（土）のみ 三輪支店経済 ☎0946-24-5890

通常価格2,630円が

「野菜ペレット」をリニュー

アル、国内の再生リンを使

用することで低コストに!

2,095円（税込）

e・野菜ペレット030

注文書提出＋店頭引取り

通常価格2,310円が

2,150円（税込）

e・green 7-7-7

注文書提出＋店頭引取り

通常価格2,370円が

農家応援セール農家応援セール

農家応援セールのご利用方法

２月17日（土）・18日（日）

冬
季

JA
組合員
対象

注文書締切→1/31（水）

決　　済　　日→5/27（月）

提　　出　　先→各営農センター

　　　　　　　　　支店経済

e・green 12-14-10

2,630円×100袋＝263,000円

2,450円×100袋＝245,000円

2,630円×100袋＝263,000円

2,450円×100袋＝245,000円

セール

オススメ

商品!

積み込みは
お任せ

ください!

堆肥・有機質を含み、窒素・

リン・加里をバランスよく

配合、果樹全般に最適!

18,000円もお得!18,000円もお得!

「予約注文書」を１月31日（水）までに提出してセール価格に!「予約注文書」を１月31日（水）までに提出してセール価格に!

配送を希望
される方

セール当日、店頭に商品を引取りに来て
いただくと、セール価格からさらに50円引!
セール当日、店頭に商品を引取りに来て
いただくと、セール価格からさらに50円引!

事前予約注文と店頭引き取りで、肥料20品目・農薬55品目がお得な価格に!



営
農
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
後
の
麦
栽
培
管
理

Vol.35711

農
薬
の
安
全
使
用
に
つ
い
て

　

農
薬
の
使
用
に
あ
た
っ
て

は
消
費
者
の
安
全
を
守
る
た

め
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

農
薬
の
種
類
や
農
作
物
に

よ
っ
て
登
録
内
容
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
も
う
一
度
、
農

薬
の
安
全
使
用
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
適
正
使
用
の
ポ
イ
ン
ト

農
林
水
産
省
登
録
の

あ
る
農
薬
を
対
象
作

物
や
病
害
虫
・
雑
草

に
合
わ
せ
て
選
び
ま

し
ょ
う（
図
１
）。

適
用
表
を
確
認
し
、

作
物
名
や
使
用
回
数

に
間
違
い
が
な
い
か

注
意
し
て
使
用
し
ま

し
ょ
う（
表
１
）。

周
辺
住
民
に
散
布
日

時
を
事
前
に
周
知
し
、

周
辺
環
境
に
飛
散
・

流
入
し
な
い
よ
う
配

慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
を
正
し
く
使
っ
て
、

安
全
・
安
心
な
農
産
物
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

（
朝
倉
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

野
菜
係
）

農
薬
散
布
履
歴
の
記

帳
は
、
使
用
者
の
努

力
義
務
と
し
て
法
律

で
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
業
後
は
必
ず

記
帳
し
て
、
保
管
し

ま
し
ょ
う
。

散
布
器
具
・
ホ
ー
ス

な
ど
は
十
分
に
洗
浄

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

農
薬
の
誤
飲
や
誤
使

用
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

カ
ギ
を
か
け
て
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

喜
ば
れ
る
麦
を
め
ざ
し
て

　

麦
を
栽
培
す
る
上
で
重
要
な

の
は
、求
め
ら
れ
る
麦
を
作
る
こ

と
で
す
。実
需
者
は
、タ
ン
パ
ク
含

有
率
の
高
い
麦（
一
般
小
麦
9.7
％

以
上
・「
ち
く
し
Ｗ
2
号
」は
12
％

以
上
）を
求
め
て
い
ま
す
。「
ち
く

し
Ｗ
2
号
」に
つ
い
て
は
、タ
ン
パ

ク
向
上
の
た
め
に
、必
ず
穂
揃
期

追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

時
期
・
散
布
量
に
つ
い
て
は
、

麦
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

麦
踏
み
・
土
入
れ

　

収
量
増
加
を
目
指
す
に
は
、排

水
対
策
が
重
要
で
す
。圃
場
に
水

が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

　

麦
踏
み
は
分
け
つ
促
進
、倒
伏

防
止
の
た
め
2
月
下
旬
頃
ま
で

に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。茎
葉
に

霜
や
露
が
あ
る
時
に
麦
踏
み
を

行
う
と
、損
傷
が
大
き
く
な
り
ま

す
。ま
た
土
壌
を
締
め
付
け
て
生

育
を
阻
害
す
る
事
が
あ
る
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

　

土
入
れ
は
、雑
草
や
遅
れ
穂
の

抑
制
、排
水
対
策
の
た
め
、１
月

下
旬
か
ら
3
月
上
旬
に
か
け
て

3
回
程
度
行
い
ま
し
ょ
う
。追
肥

後
は
土
入
れ
を
行
い
、肥
料
の
流

亡
を
防
ぎ
、肥
料
効
果
を
高
め
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

的
確
な
麦
の
管
理
で
、悪
天
候

に
左
右
さ
れ
に
く
い
高
品
質
・
高

収
量
の
麦
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ

う
。雑

草
対
策

　

降
雨
ま
た
は
土
壌
水
分
の
影

響
で
、初
期
除
草
剤
効
果
が
不
十

分
な
圃
場
で
は
イ
ネ
科
雑
草（
ゴ

ビ
エ
）の
発
生
が
多
く
な
っ
て
き

ま
す
。イ
ネ
科
雑
草（
ゴ
ビ
エ
）が

発
生
す
る
と
、麦
の
生
育
に
必
要

な
窒
素
分
を
奪
い
、収
量
の
低
下

を
招
き
ま
す
。そ
の
よ
う
な
圃
場

で
は
早
め
に「
ハ
ー
モ
ニ
ー
水
和

剤
」を
均
一
に
散
布
し
、広
葉
雑

草（
タ
デ
類
、ヤ
エ
ム
グ
ラ
）が
発

生
す
る
圃
場
で
は
、「
エ
コ
パ
ー
ト

フ
ロ
ア
ブ
ル
」や「
バ
サ
グ
ラ
ン
液

剤
」を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　

散
布
の
際
は
、近
隣
の
野
菜
な

ど
に
絶
対
飛
散
し
な
い
よ
う
十

分
注
意
し
、散
布
時
期
な
ど
に
つ

い
て
は
、麦
作
暦
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

登録をチェック事前周知と
飛散防止

散布履歴の記帳後片付けと保管

詳しい使い方
を確認

表１　適用表の見方

図１　農薬ラベルの見方

農林水産省登録
第○○○○○号

殺菌剤
○○○○フロアブル
×××水和剤

最終有効年月
（西暦下2けた）25.12

成分　×××…80％
△△△…20％

500㎖入

殺菌剤分類　　□□

農林水産省「登録番号」が
あることを確認

用途や剤型を確認

ＲＡＣコードを確認

有効成分を確認

最終有効年月を確認

裏面の適用表を確認

作物例 適用病害虫 希釈倍数
（倍）

使用液量
（ℓ/10a） 使用時期 本剤の

使用回数
総使用
回数 使用方法

○○○ アオムシ
コナガ
ヨトウムシ

2000～4000

100～300

7日 3回 3回

散布△△△ 4000 21日 2回 2回

××× アブラムシ類 2000 前日 3回 3回

間違えやすい作物名があ
るので注意！
例：トマトとミニトマト

使用回数は、農薬に含
まれる有効成分ごとに
制限があるので注意！

作物によって、希釈倍数や使
用時期が異なるので注意！

農畜産課
係長  林 明生

詳
し
く
は
、各
営
農
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
は
、同
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
６

－

２
２

－

２
５
５
１



今
月
の
〝
パ
チ
リ
〞

▲「冷蔵柿」出荷順調
　（朝倉市 12月14日）

▲切花部会・西村敬司さんとロシアンオリーブ
（朝倉市 11月7日）

▲柿部会青年部から園児への柿配布
（朝倉市・馬田保育園 12月1日）

お便りコーナー　Quiz 頭の体操　JA野菜ソムリエ通信
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月
号
の「
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
家
庭
菜
園
」の「
畑
仕
事
に

便
利
な
農
具
」、と
て
も
た
め
に
な

り
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
試
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

Ⅰ
・
Ｍ 

77
歳
）

Ｉ
・
Ｍ
さ
ん
の
お
役
に
立
て

て
う
れ
し
い
で
す
。こ
れ
か

ら
も「
ふ
ぁ
ー
む
」で
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

年
も
孫
た
ち
と
餅
つ
き
を
し
ま

す
。お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に

お
す
そ
分
け
す
る
の
が
楽
し
み
で

す
。

（
朝
倉
市 

Ｍ
ｙ 

73
歳
）

わ
ぁ
、お
孫
さ
ん
も
一
緒
に

餅
つ
き
な
ん
て
、す
ご
く
に

ぎ
や
か
で
楽
し
そ
う
で
す
ね
！
幸

せ
の
お
す
そ
分
け
を
い
た
だ
い
た

方
々
の
笑
顔
も
目
に
浮
か
び
ま
す
。

木
で
あ
っ
た
柿
の
総
ち
ぎ
り
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
ま
し

た
。山
の
斜
面
に
大
き
な
柿
が
鈴

な
り
で
し
た
。県
内
外
、高
校
生
の

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。無
事
に
ち

ぎ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

パ
ン
ジ
ー 

72
歳
）

柿
ち
ぎ
り
、お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。斜
面
で
の
作
業
は
大

変
で
す
よ
ね
。皆
さ
ん
の
協
力
で

柿
農
家
さ
ん
も
助
か
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

今

い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
似
顔
絵
と
同
じ

顔
！
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
も
う

少
し
キ
リ
リ
と
し
た
雰
囲

気
を
目
指
し
た
い
で
す
。

イ
ズ
！
頭
の
体
操
」、ど
う
し
て

も
解
け
な
い
と
こ
ろ
が
１
〜
２

カ
所
あ
り
ま
す
。必
死
に
な
っ
て

考
え
ま
す
。ク
イ
ズ
を
た
く
さ
ん

お
願
い
し
ま
す
。

（
朝
倉
市 

Ａ
・
Ｍ 

86
歳
）

か
な
り
難
し
い
で
す
よ
ね
。

私
も
毎
回
、頭
を
ひ
ね
り
な

が
ら
苦
戦
し
て
い
ま
す
。で
も
解

け
た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す

ね
♪ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
野
菜

の
悪
い
と
こ
ろ
や
料
理
で
使
え

な
い
と
こ
ろ
を
利
用
し
て
土
づ
く

り
を
楽
し
ん
で
し
ま
す
。肥
料
と

し
て
使
い
、花
を
育
て
て〝
無
駄
〞

を
な
く
す
。オ
モ
シ
ロ
イ
で
ー
す
。

（
朝
倉
市 

い
く
ち
ゃ
ん 

70
歳
）

こ
れ
こ
そ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
ね
。

無
駄
を
な
く
し
て
土
づ
く
り

を
楽
し
む
い
く
ち
ゃ
ん
さ
ん
を
見

習
っ
て
、私
も
挑
戦
し
て
み
た
い

で
す
。

提
寺
丸
山
会
で
石
井
太
郎
さ
ん
、

三
原
奈
津
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
あ
り
、昭
和
の
歌
が
多
か
っ
た

の
で
、楽
し
く
元
気
が
出
ま
し
た
。

（
朝
倉
市 

菩
提
寺 

妙
ち
ゃ
ん 

74
歳
）

「
昭
和
」に
反
応
す
る
世
代
で

す
。今
の
歌
も
い
い
で
す
が
、

昔
の
歌
も
素
敵
で
す
よ
ね
。歌
か

ら
当
時
の
自
分
を
思
い
出
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ダ菩

畑
に
イ
タ
チ
が
度
々
や
っ
て
き

ま
す
。何
を
探
し
に
来
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。（

朝
倉
市 

マ
ユ 

65
歳
）

イ
タ
チ
で
す
か
　
き
れ
い
な

花
畑
に
う
っ
と
り
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
♪

夏
、家
庭
菜
園
の
ピ
ー
マ
ン
が

巨
大
過
ぎ
て
、み
ん
な
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。来
年
は
イ
ン
ゲ
ン
豆

で
、家
庭
菜
園
で
売
り
上
げ
２
０

０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。

（
東
峰
村 

16
万
本
の
向
日
葵 

48
歳
）

私
は
ピ
ー
マ
ン
が
大
好
き
で
、

夏
は
ほ
ぼ
毎
日
食
べ
て
い
ま

し
た
。16
万
本
の
向
日
葵
さ
ん
の

巨
大
ピ
ー
マ
ン
、食
べ
て
み
た
い

で
す
。

ん
な
の
ひ
ろ
ば
」で
い
ろ
い
ろ

な
方
々
の
意
見
に
刺
激
を
も
ら

い
な
が
ら
、老
い
に
負
け
じ
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。楽
し
み
に
読
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
朝
倉
市 

Ⅰ
・
Ｓ 

77
歳
）

「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」を
読
む

と
元
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

今
年
も
一
年
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

花
「
み 今あ

と
が
き

先杷

「
ク

永井
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ねぎだくチキン

【材料】２人分
　鶏モモ肉 １枚、小ネギ 30g、塩・コショウ 各少々
　ごま油 少々、白ごま 少々
　Aしょうゆ 大さじ１、酢･砂糖･ごま油 各小さじ１

※記入いただきました個人情報は、プレゼント発送および広報誌へ
の掲載などのために利用し、その目的以外での利用は致しません

①
お
せ
ち
料
理
に
も
使
う
ニ
シ
ン

の
卵
巣
の
加
工
品

②
旅
行
前
に

│
ブ
ッ
ク
を
買
っ
た

③
俳
人
が
名
作
を
生
み
出
し
た
地

に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

⑤
北
を
向
い
た
と
き
西
に
な
る
方
向

⑥
丁
寧
に
い
う
と
ご
飯
で
す

⑧
横
綱
を
先
導
し
て
土
俵
に
上
が

り
ま
す

⑫
セ
イ
ウ
チ
の
口
か
ら
に
ょ
っ
き
り

⑬
農
地

│
、道
路
交
通

│

⑭
D
N
A
が
含
ま
れ
る
体
の
設
計

図
。
│
操
作

⑮
猫
が
中
で
丸
く
な
っ
て
い
る
か
も

⑯
不
要
物
を
可
燃
、
│
、資
源
ご

み
に
分
別
し
た

⑰
彼
女
は

│
を
言
わ
せ
ず
彼
を

外
に
連
れ
出
し
た

⑲
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
表
示
で
は「
Ｂ
」

①
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
理
科

の
科
目
の
１
つ

④
キ
ウ
イ
や
ポ
ン
カ
ン
の
生
産
量

が
日
本
一
の
県

⑦
エ
ッ
セ
ー
と
も
い
い
ま
す

⑨
か
つ
お
節
や
昆
布
で
取
り
ま
す

⑩
ガ
ラ
ガ
ラ
と
う
が
い
を
し
て
洗

う
も
の

⑪
ゆ
で
た
麺
を
ざ
る
に
あ
け
て
行

い
ま
す

⑬
大
股
の
人
は
広
め
で
す

⑮
カ
メ
や
カ
ッ
パ
の
背
に
付
い
て

い
ま
す

⑯

│
や
硯（
す
ず
り
）を
用
意

し
て
書
き
初
め
を
し
た

⑰
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
む
も
の

⑱

│
の
計
は
元
旦
に
あ
り

⑳
旧
暦
１
月
の
異
称

㉑
見
張
る
こ
と
。
│
カ
メ
ラ

スマートフォンからの応募も受付中！

Quiz 頭の体操
二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

■A ■B ■C ■D ■E

正解者の中から抽選で5名の方に、
JA加工品詰め合わせセットをプレゼント!

郵便はがき

①クイズの答え
②氏名
（匿名希望の方は
　ペンネーム）
③年齢
④郵便番号・住所
⑤電話番号
⑥今後取り上げて
　ほしい内容
⑦感想など

63
朝
倉
市
甘
木
2
2
1
‐
1 

8 3 8 8 6 0 2

J
A
筑
前
あ
さ
く
ら

　
　
　
企
画
広
報
課 

行

※先月号は77人の応募がありました。

Ａ

シ
Ｂ

ク
Ｃ

ラ
Ｄ

メ
Ｅ

ン

D

1

3

15

14

17

18

20

21

16

13

14

11

5

4

6

12

7 10

11

9

8

9

C

E

B

2

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
発
送
の
際
、電
話
番
号
が

　

必
要
と
な
り
ま
す

応募締切日…2024年1月29日㈪（当日消印有効）

■
タ
テ
の
カ
ギ

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

応募方法

JA野菜

ソムリエ

通信

出題：ニコリ

★いっくんばあばさん
★篠原玲子さん
★菩提寺 妙ちゃんさん　

★道ちゃんさん
★とどろきさん

先月号の答え先月号の答え

【作り方】
1鶏肉はひと口大に切り、塩･コショウを振る。小ネギは小口切
りにする。
2フライパンにごま油を熱し、鶏肉の皮目を下にして入れて焼
く。こんがり焼き色がついたら、上下を返して焼く。
3鶏肉に火が通ったら、混ぜ合わせたAを加えて煮絡める。火
を止め、小ネギを絡め、器に盛り付け、白ごまを振る。

19

17

考案：野菜ソムリエ上級プロ

レシピ

緑色が鮮やかな小ネギは、緑黄色野菜に分類され
ます。小ネギには強い抗酸化力をもつβカロテンや
むくみ改善や血圧を下げる働きが期待できるカリウ
ムが豊富に含まれています。カリウムは水に溶けや
すい性質があるため、ネギは生で薬味に使用し、汁
物に入れる際には汁も残さず食べると良いでしょ
う。またネギ特有の成分“アリシン”には、胃酸の分
泌を促進し、食欲増進効果が期待できます。風邪や
食欲がない時などに役立つ、嬉しい成分です。

【小ネギパワー】風邪予防！

A

久保 ゆりか

ぜひ、レシピの小ネギを「博多万能ねぎ」におきかえて
作ってみてください♥

広報担当
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青ネギのトップブランドとしての地位を守り続けている「博多万能ねぎ」は、生産者８６人が
合計８５ヘクタールで栽培しています。
安全・安心で新鮮な「博多万能ねぎ」を全国の皆さまへお届けするため、博多万能ねぎ部会は
さらなる品質向上と生産拡大に取り組んでいきます。

特有の風味と香り、日持ちの良さが自慢。「万能ねぎ」と呼べるのはＪＡ筑前あさくら管内で生産され
た「博多万能ねぎ」だけです。飛行機を使い短時間の輸送で、鮮度を保ったネギを届けることを考え、
フライト野菜の先駆けとして、第15回日本農業賞・第25回全国農林水産祭の天皇杯を受賞しました。
また、今回「万能ねぎ」が「日本ネーミング大賞２０２３」の地域ソウルブランド賞にも輝きました。
「生でよし、煮てよし、薬味によし」と何に使ってもおいしい味わいと彩りを添える万能な野菜です。

お問い合わせ先　東部選果場 ☎0946-52-2163

博多万能ねぎ部会45

本当にいいものを、本当においしいものを、
いち早くお届けしたい！

①博多万能ねぎとは？

②生産から出荷まで

③徹底した品質管理
◆土づくり
品質や栄養、生育に大きく作用する土づ
くりは、堆肥をすきこんで土を作ります。
１年中栽培すると土のバランスが崩れてし
まうため、定期的に土壌診断を行い、肥
料の配合を工夫しています。

◆フィルム包装
フィムル包装はネギを汚さないだけでなく、
品質を保持し、水分の蒸発やビタミンの
損失も防ぎます。

④輸出への取り組み
「博多万能ねぎ」は、
東南アジアなどへ
輸出しています。
昨年４月には香港
のスーパーマーケッ
トで試食宣伝を実
施するなど、さらな
る輸出拡大を目指
します。

管　理

水分調整はネギの命。
ミスト式自動潅水に
よってムラなく水をま
き、季節に応じて水
分や温度を調整し、
年間を通して均一で
高品質のネギづくり
に努めています。

播種・発芽

播種後、７～１４日で
発芽します。真夏の高
温時は、寒冷紗で覆
い発芽を促進させます。

調製作業

収穫したネギは、根洗いや
皮むきをして洗浄し、一本、
一本丁寧に分けます。この
ひと手間が新鮮でおいしい
ネギの特徴となっています。

収　穫

播種から２～４カ月後、手
作業によって丁寧に収穫し
ます。ネギは高温を嫌うた
め、夏は夜明け前頃から
行います。

近距離地域には、
陸上輸送でお届
けします。

出　荷

検査後、
フィルム包
装され、30
束ずつ発泡
スチロール
に入れて出
荷します。

本当にいいものを、本当においしいものを、
いち早くお届けしたい！

ネギが傷まないように福岡空港ま
で保冷トラックで運びます。日本
航 空（JAL）で 東
京・大阪などへそ
の日のうちに運ん
でいきます。

選　別

サイズ別に4種類
に選別され、一
束ずつ生産者ナ
ンバー付きのラ
ベルを巻き、集
荷場に運びます。

検　査

集められた
ネギは、専
門検査員に
よって階級
別に品質検
査を毎日行

います。この厳しい検査が安全・
安心な品質を保っています。
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これから農業をはじめたい方、新たな作物を探している方、少量でも出荷できる所を探
している方など、営農担当者が総合的にお答えいたします。お気軽にご相談ください。

開催日時および会場

１月２８日（日）９：００～１６：００
・ＪＡ杷木支店

２月１８日（日）９：００～１６：００
・ＪＡ甘木中央支店

予約不要です。お好きな時間にお越
しください。
また、事前に相談内容をお電話いた
だけますと、より詳しい回答ができ
るよう準備致します。

アグ リ 相 談 会 果樹 野菜花果樹 野菜花

作業が空いている時期に新たな作物を栽培
したい！農産物の出荷先を探しているけど
…？などの質問にお答えします。

ハウス建設を検討中で、補助事業について知
りたい！農地がないけれど、農業に挑戦でき
るの？などの質問にお答えします。

お問い合わせ先　営農支援課 ☎0946-23-8059　受付時間 平日8：30～17：00

朝倉市 農業振興課　☎０９４６-５２-１４２７（予定時期：令和６年４月以降）
筑前町 農林商工課　☎０９４６-４２-６６１４（予定時期：令和６年２月末から３月）
東峰村 農林建設課　☎０９４６-７２-２３１３（予定時期：令和６年４月以降）

お問い合わせ先

果樹課 野菜課 農業振興課 営農支援課

・地域計画とは？

「地域農業の将来について」と「目標地図（農地利用の将来設計図）」について記載したものです。

アンケートなどで農地利用の意向を確認し、作成した目標地図の素案を基に地域で話し合いを行っ

て、これらを決めていきます。この計画は、各種補助事業の要件になる重要な計画になっています。

そこで計画作成に向け、令和６年から地域の話し合いを行っていきます。

今後の農地利用について皆さんの意見をお聞かせください。

地域農業の将来について

農地を守るためにどうすればいいか

・農地を担い手に集約しよう

・機械を使って省力化を目指そう

・地域で組織を作ろう　　　　など

目標地図（農地利用の将来設計図）

およそ１０年後について

・誰がどこの農地を利用するか

・農地の貸し借りや交換

・新たな担い手の募集　　　　など

※各地域の話し合いの日程については、各市町村担当課にお問い合わせ、または各市町村ホームページをご覧ください。

今後の農業について考える「地域計画」を作成します

＜市町村からのお知らせ＞



～地域の魅力再発見

Hig
h School

Photo Studio

Hig
h School

Photo Studio vol.046

組合員みなさまの住所・氏名・資格等に変更が生じた場合には、最寄りの支店で手続きが必要となります。
お手続きの際には、支店にご相談のうえ、ご来店いただきますようお願いいたします。お知らせ
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令和６年度  中途職員採用募集について
１.採 用 枠  高等学校卒業以上　３５歳以下
 （令和６年３月３１日現在） 若干名
２.受付期限 令和６年１月３１日（水）必着
 《郵送の場合は消印日有効》
３.職員選考日 令和６年２月中旬（詳細は後日連絡します）
 試験内容：適性検査、面接
４.応募書類 履歴書
５.お問い合わせ 筑前あさくら農業協同組合　人事教育課
書類送付先 〒838-8602　朝倉市甘木221-1

 電話 0946-22-1919

（令和5年11月30日現在）

  
 
   
   
   
   
   

組 合 員 数

貯　　　　金
貸　出　金
共済保有高
購買品供給高
販売品販売高
出　資　金   

J A の 概 況

（正）7,774人
（准）7,176人

1,628億 4千万円
179億 3千万円
1,278万ポイント
44 億 4千万円
49億 2千万円
37億 1千万円

朝倉光陽高校

２年  今村 絢音さん 
いまむら あやね

２年  小林 美咲さん 
こばやし みさき

２年  上野 香穏さん 
うえの かのん

図書館の近くに咲いていたきれいな「ラ
ンタナ」が目に入り、その日の疲れがと
れました！明日も頑張ろう！（今村）

学校の帰り道、道路に季節外れの
昼顔の花が咲いていて、笑顔があ
ふれました。（小林）

寺内ダムのライトアップを見に行った際に撮影しました。
きれいな青い光が町を照らしていて、とても幻想的な１枚となりました。

（上野）

項

事

議

付

項

事

告

報

理
事
会
だ
よ
り

令
和
5
年
11
月
28
日
の
令
和
5
年
度
第
8
回
定

例
理
事
会
で
、次
の
事
項
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

①
令
和
5
年
度
仮
決
算
監
事
監
査
結
果
報
告
に

つ
い
て　
　

②
第
3
回
支
店
別
代
表
者
会
の
資
料
に
つ
い
て

③
令
和
5
年
度
10
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

④
年
末
賞
与
に
つ
い
て

⑤
新
春
役
職
員
研
修
会
に
つ
い
て

第
1
号
議
案

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

第
4
号
議
案

第
5
号
議
案

第
6
号
議
案

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
及

び
反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応

に
関
す
る
基
本
方
針
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

資
産
査
定
基
準
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌（
半
期

開
示
）に
つ
い
て　

Ｊ
Ａ
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
経
営

移
譲
に
つ
い
て

令
和
5
年
産
米
穀
共
同
計
算
実

施
単
位
並
び
に
収
支
計
画
に
つ

い
て

年
金
友
の
会

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

結
果
は
次
号
の
広
報
誌「
ふ
ぁ
ー
む
」

で
発
表
し
ま
す
。

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
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